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本論文は「製品及び人口のコーホート構造に着目した超高齢社会の製品リスク分析」と題
し、全体で６章から構成される。本論文の目的は、製品の事故発生率や製品への暴露頻度と
いったリスク算出に必要なパラメータを製品及び人口のコーホート別に推計する手法を開発
し、社会の高齢化、製品の長期使用に伴う経年劣化事故などのリスク評価をより実態に即し
て行うリスク評価手法を開発することにある。ここで「超高齢社会」とは６５歳以上人口の
比率が２１％を超えた社会を指し、日本はすでに１９９４年に超高齢社会となった。また「コ
ーホート」とは一般に特定の因子を共有する集団を指すが、本論文では使用期間別の製品集
団、年齢階層や世帯構成で区分した社会集団をそれぞれ製品及び人口の「コーホート」と定
義している。以下、論文の構成と意義について述べる。 
第１章「序論」では、本研究の研究背景、研究目的、先行研究について述べる。 
第２章「製品事故防止への取り組み」では、製品に起因する事故の実態と、事故防止に関
する主要国の政策等について述べ、高齢化に伴う不慮の事故増加や製品の長期使用に伴う経
年劣化事故増加が重要な政策課題となっていることを述べる。 
第３章「本論文の分析枠組みと使用データ」では、製品及び人口コーホート別の事故率や
暴露頻度等のパラメータの推計方法及びこれを用いた製品リスク推計手法の分析枠組みにつ
いて述べる。推計に用いる各種一次情報源についても解説する。 
第４章「消費者の年齢別に見た製品の買替行動の分析」では、統計法３３条の目的外使用
許可を得て入手した「消費動向調査」（内閣府）の個票データを再編集計した結果に基づき
人口コーホート別の耐久消費財の使用実態、製品買替行動について述べる。 
第５章「超高齢社会の製品リスク推計結果」では、以上の準備に基づき、第３章で述べた
分析枠組みに基づく分析結果について述べる。テレビとエアコンを例とした２０２０年にお
ける製品リスクの人口コーホート別推計結果が示される。一連の推計プロセスの中で特に重
要と考えられるのは残存率曲線の実用的な推計方法を考案したことである。市場における製
品残存率や事故率の経年変化についてはこれまでごく断片的な情報しか得られなかったが、
本論文は別目的で調査されている政府統計からこれを推計する実用的で独創的な手法を考案
し、いくつかの耐久消費財について事故率の経年変化曲線を明らかにした。 
第６章「結語」では、本論文の成果と限界、今後の課題について述べる。 
本論文の成果である製品リスク評価手法は政策当局者にとって有益な政策効果評価手段を
提供するとともに、本論文の考案した残存率曲線や事故率曲線の推計方法は製品設計者がラ
イフエンド設計や耐用寿命想定を行うに際しての貴重なツールを提供するものと言える。よ
って、本論文は工学上及び工業上貢献するところが大きく、博士（工学）の学位論文として
十分な価値を有するものと認める。 
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